
  粕 川 地 区 の 人 口 と 世 帯   

 人 口 １０，３４５人 
 男   ５，１８６人  
 女   ５，１５９人 

 世帯数  ４，２６７世帯 

 （ 令 和 ４ 年 ３ 月 末 現 在 ） 

みんなで わらえば しあわせいっぱい  

 川田 ひまり（粕川小２年） 

ありがとう たくさんいえたら みんなえがおだね 

          半田 龍真（粕川小２年） 

小学校児童の標語をご紹介します。 （敬称略） 

※学年は令和３年度時です。 

   家族のハッピープロジェクト 

２．多肉植物で自分だけの箱庭を作ろう 

自分の好きな多肉植物を選んで、自由な発想でオ

リジナル「箱庭」を作ってみませんか？ 

［日時］５月２２日（日） 午前１０時～１２時 

［場所］粕川公民館 多目的ホール 

［対象）粕川地区内小学生とその保護者  

［定員］先着２０名 

［材料費］８００円（１人分） 

 

１．はぴまま子育て教室 

お母さん同士が楽しく交流しながら学びます。 

お気軽ご参加ください。 

［対象］市内在住の未就学児とその保護者  

［材料費］３００円（第１回） 

 日  時 内  容 定員 場  所 

１ 
５月２０日（金） 
①10：00～11：00 
②11：00～12：00 

 手形足形アートでパズルを作ろう 
①８組 

②８組 
 粕川児童館（込皆戸526） 

２ 
６月２４日（金） 
10：00～11：30 

 心を軽くする 大人のための 

 絵本セラピー  

 ※お子さんは児童館で遊べます！ 

５組  粕川児童館（込皆戸526） 

３ 
７月２１日（木） 
10：00～11：30 

 子育て支援センターの夏まつりに 

 参加しよう！ 
５組  隣保館（西田面192-1） 

※新型コロナウイルスの感染状況により、

講座を延期又は中止する場合があります。 

◎どちらの教室も、お申込みは粕川公民館まで、お電話（285-3311）または来館にてお申込

みください。  締切：５月１２日まで  受付時間：平日 ８時３０分～１７時１５分 

 公民館から教室のご案内  



   

Gather × Learn × Connect 

  地域の     

お知らせ 

※新型コロナウィルスの関係

で、イベント等が中止となる場

合があります。 

○人権擁護委員による特設人権

相談所を開設 

６月３日（金）午後１時～午後

４時 

 こどもに関することや仕事、

家庭、近隣間での悩み事など、

毎日の暮らしの中で起こるさま

ざまな人権問題の相談ができま

す。相談無料で、秘密は厳守し

ます。事前申し込みは不要で、

当日、隣保館へ直接おこしくだ

さい。 

 

○「和也君のアサガオ」種の配

布について 

隣保館ＮＥＷＳ 
☎285-5534

隣保館では、昨年度収穫したア

サガオの種の無料配布を５月よ

り行います。希望する方は、隣

保館までお出でください。これ

は、「和也君のアサガオ」とい

い、詳細は、種と一緒にチラシ

を渡しますので、ご覧くださ

い。 

 

○「児童福祉週間」について 

 ５日から１１日は、児童福祉

週間です。子どもや家庭及び子

どもの健やかな成長について、

国民全体で考えることを目的と

しています。すべての子どもが

健やかに成長するよう家族をは

じめ、地域全体で育てていきま

しょう。 

 

○粕川保育所子育て支援セン

ター（会場は隣保館）  

①５月１７日（火）午前９時４

５分～と１１時～  育児講座

「手形アート」各親子５組 

②５月２６日（木）午前１０時

３０分～  育児講座「親子ヨ

ガ」 親子５組 

（問い合わせ・申し込み先） 

子育て支援センター  

電話285-2107 

 

○すみれ墨水会作品展示 

 すみれ墨水会の新しい作品を

飾りました。隣保館・公民館等

に来た時などに、是非、立ち

寄っていただき、ご覧くださ

い。 

【開催日】令和４年４月２８日

（木）～９月４日（日）１０時

～１６時 

（途中展示品の入れ替えあり） 

【休館日】毎週月・火（但しこ

の日が祝日にあたる場合は開館

とし、直近の平時を休館とす

る。なお、ゴールデンウィーク

期間中（４月２９日～５月８

日）は連日開館とする。 

【内 容】前橋市所蔵の刀剣の

うち、近年寄附を受けた刀を中

心に群馬県立歴史博物館が所蔵

する刀剣等も借用し、前橋藩に

ゆかりがある刀工の作品や旧藩

士が所蔵していた刀を公開展示

する。 

【主な展示資料】藤枝英義 刀

（本市所蔵）松平大和守家の甲

冑（市重要文化財） 

藤枝英義 長刀（県立歴史博物

館所蔵）など 

【その他】講座や展示解説会、

現地見学会を予定しています。

詳しくは文化財保護課へお問い

合わせください。 

〒371-0853 

前橋市総社町三丁目１１番地４ 

前橋市文化財保護課 

電話 027-280-6511 

FAX 027-251-1700 

粕川歴史民俗資料館令和４年
度春期企画展「前橋の刀工と
刀剣―前橋藩ゆかりの刀―」 

公民館のサークル活動で
仲間づくり 

 粕川公民館には、２５団体の

自主学習グループ（サークル）

があります。自分の好きなこと

を学びながら、地域の仲間と絆

を深めることができます。サー

クル活動に興味のある方は、粕

川公民館（285-3311）までお

問い合わせください。 



粕
川
の

源
流
域
を
訪
ね
て
⑮ 

忠

次

の

岩

屋 

（
忠
次
の
隠
れ
た
窟
） 

 

忠
次
の
岩
屋
は
粕
川
の
左
岸
に
位

置
し
、
不
動
大
滝
と
不
動
さ
ま
の
中

間
位
な
距
離
に
あ
る
。 

 

国
定
忠
次
は
、
映
画
や
講
談
・
浪

曲
・
小
説
な
ど
に
よ
り
、
知
名
度
が

全
国
的
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
中
で

も
忠
次
の
人
気
に
拍
車
を
掛
け
た
の

が
東
海
林
太
郎
の
唄
う
「
名
月
赤
城

山
」
や
「
赤
城
の
子
守
唄
」
の
歌
謡

曲
で
あ
っ
た
。 

 

ま
た
、
戦
後
の
娯
楽
の
無
か
っ
た

田
舎
の
秋
祭
り
に
は
、
盛
に
青
年
団

な
ど
が
忠
次
の
素
人
芝
居
を
演
じ
た

も
の
で
し
た
。 

 

現
代
で
も
夏
祭
り
の
八
木
節
音
頭

に
は
忠
次
を
語
り
、
樽
を
叩
い
て
笛

太
鼓
に
鉦
の
囃
子
で
調
子
を
付
け
、

舞
台
の
前
で
は
雨
傘
踊
で
祭
り
を
盛

り
上
げ
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
こ
と
で
、
群
馬
と
言
う

と
忠
次
、
忠
次
と
言
え
ば
赤
城
山
が

有
名
に
な
っ
た
。
そ
の
忠
次
の
隠
れ

た
岩
屋
が
粕
川
の
左
岸
に
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
知
名
度
が
低
い
よ
う

で
あ
る
。 

 

観
光
協
会
な
ど
が
隠
れ
岩
内
に
入

く
危
険
で
あ
る
。 

説
明
板
の
説
明
文
の
吟
味 

 

登
り
詰
め
る
と
目
前
に
「
忠
次
の

岩
屋
由
来
説
明
」
の
説
明
板
が
あ

る
。
そ
の
説
明
板
に
よ
る
と
、

『･
･
･
･
･

今
か
ら
凡
そ
五
〇
万
年
前

頃
（
当
初
は
五
百
万
年
で
あ
っ
た
）

に
赤
城
の
山
が
よ
う
や
く
火
山
活
動

の
終
期
に
入
り
、
や
が
て
地
殻
が
出

来
始
め
た
頃
、
火
口
で
あ
る
小
沼
の

底
か
ら
軟
層
を
破
っ
て
溶
岩
が
流
出

し
て
こ
の
洞
窟
が
出
来
上
が
っ
た
の

で
あ
り
ま
す
。
岩
屋
内
左
奥
の
ト
ン

ネ
ル
は
、
現
在
落
石
の
為
先
へ
進
め

ま
せ
ん
が
、
小
沼
の
湖
底
に
通
じ
て

い
る
と
云
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。･

･
･
･
･

』
と
あ
る
。 

 

こ
の
説
明
部
分
は
、
極
め
て
無
理

な
説
明
文
に
な
っ
て
い
る
。
何
故
か

と
言
う
と
、
赤
城
山
の
火
山
開
始

は
、
今
か
ら
お
よ
そ
５
０
万
年
～
３

０
万
年
前
頃
で
（
説
明
板
は
終
期
に

な
っ
て
真
逆
を
伝
え
て
い
る
）
赤
城

山
の
終
期
は
２
万
８
０
０
０
年
前
頃

小
沼
火
山
の
噴
火
を
最
後
に
終
息
し

た
と
謂
わ
れ
て
い
る
。
「
赤
城
学
」

の
著
者
栗
原
久
氏
は
「
小
沼
火
山
の

噴
火
は
溶
岩
の
噴
出
を
伴
わ
な
い
軽

石
や
火
山
灰
だ
け
の
噴
火
で
あ
っ

た
」
と
述
べ
て
い
る
。
小
沼
火
山
の

噴
火
の
状
態
か
ら
底
か
ら
軟
層
を

破
っ
て
溶
岩
が
流
れ
出
て
、
洞
窟
が

出
来
た
こ
と
な
ど
想
像
も
出
来
な
い

の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
識
者
も

い
る
。 

 

不
動
堂
や
忠
次
の
岩
屋
を
構
成
し

て
い
る
岩
石
は
赤
城
火
山
が
噴
出
し

た
火
山
灰
を
多
く
含
む
安
山
岩
の
積

み
重
な
っ
て
出
来
た
凝
灰
角
礫
岩
で

か
な
り
崩
れ
や
す
い
の
で
あ
る
。 

 

洞
窟
の
出
来
た
原
因
に
つ
い
て
幾

つ
か
考
え
ら
れ
る
。 

①
冬
季
の
寒
冷
期
な
ど
雨
や
雪
の
水

が
岩
に
浸
み
込
ん
で
凍
る
と
体
積
が

増
え
て
岩
石
を
崩
壊
さ
せ
る
。 

②
岩
石
に
生
え
る
草
木
の
根
か
ら
の

風
化
作
用
も
考
え
ら
れ
る
。 

③
何
万
年
も
の
前
に
粕
川
の
河
床
も

現
在
よ
り
か
な
り
上
が
っ
て
い
た
と

思
わ
れ
て
い
る
。
場
所
に
よ
っ
て

は
、
１
０
メ
ー
ト
ル
位
高
い
所
を
流

れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
っ
た
と
推
測

で
き
る
。
度
々
の
洪
水
で
弱
い
岩
石

が
洗
い
流
さ
れ
て
空
洞
が
出
来
た
の

で
は
な
い
か
。 

④
強
烈
な
地
震
等
で
軟
弱
な
部
分
が

崩
落
し
て
空
洞
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
、
そ
の
道
に
詳
し
い
人
は
話

し
て
い
る
。 

説
明
板
の
説
明
文
の
見
直
し 

 

若
干
の
費
用
が
掛
か
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
地
質
等
に
詳
し
い
先
生
に

お
願
い
し
て
前
半
部
分
を
書
き
改
め

る
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。
後
半
の

忠
次
に
つ
い
て
、
流
石
は
忠
次
研
究

６
０
年
群
馬
県
認
定
の
「
ぐ
ん
ま
の

れ
る
よ
う
に
と
階
段
を
設
置
し
て
、

窟
内
に
人
形
な
ど
飾
っ
て
当
時
の
状

況
を
再
現
し
て
あ
っ
た
が
、
途
中
の

足
場
が
悪
く
訪
れ
る
人
も
限
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
（
現
在
は
落
石

の
危
険
が
あ
る
た
め
窟
に
入
れ
な

い
） 

風
光
明
媚 

 

不
動
さ
ま
と
不
動
大
滝
の
中
間
位

に
東
西
に
横
断
で
き
る
林
道
が
建
設

さ
れ
、
粕
川
を
渡
る
不
動
大
橋
も
完

成
さ
れ
た
が
、
周
辺
の
林
道
に
落
石

が
多
く
、
そ
の
防
護
柵
工
事
中
で
現

在
は
開
通
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
開
通

の
暁
に
は
不
動
大
橋
か
ら
不
動
大
滝

の
勇
壮
な
瀑
布
が
眺
望
出
来
、
新
緑

の
頃
や
秋
の
紅
葉
の
季
節
に
は
多
く

の
登
山
者
が
訪
れ
て
、
風
光
明
媚
な

赤
城
南
麓
を
満
喫
で
き
る
憩
い
の
場

と
な
る
で
し
ょ
う
。 

 

新
設
の
不
動
大
橋
か
ら
忠
次
の
岩

屋
を
目
前
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
か
ら
粕
川
の
右
岸
の
急
斜
面
を

登
っ
た
り
下
っ
た
り
の
難
所
を
抜

け
、
粕
川
の
左
岸
に
渡
り
５
０
メ
ー

ト
ル
位
登
る
と
忠
次
の
岩
屋
で
あ

る
。
不
動
大
橋
か
ら
僅
か
な
距
離
で

窟
に
行
け
る
が
、
途
中
に
大
き
な
石

が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
非
常
に
足
場
が
悪

達
人
」
の
書
か
れ
た
説
明
文
だ
け
に

遜
色
は
無
い
。 

『･
･
･
･
･

さ
て
天
保
十
一
年
、
西
暦

一
八
四
〇
年
の
こ
と
、
民
百

姓･
･
･
･
･

天
保
十
一
年
霜
月
十
一
月

か
ら
翌
春
の
二
月
迄
霜
枯
れ
三
月
身

を
隠
し
て
い
ま
し
た
。･

･
･
･
･

遠
く

信
州
路
へ
国
越
の
た
め
旅
立
（
達
に

な
っ
て
い
る
）
っ
た
の
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
が
人
呼
ん
で
忠
次
の
岩
屋

の
話
で
す
。
」
と
書
か
れ
て
あ
る
。 

 

新
道
路
（
林
道
）
も
落
石
防
護
柵

が
完
備
し
、
開
通
さ
れ
る
と
多
く
の

登
山
者
が
「
忠
次
の
岩
屋
」
を
訪
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
誠
に
僭
越
と
思

い
ま
す
が
、
社
会
教
育
の
面
か
ら
も

是
非
説
明
板
の
説
明
文
を
書
き
改
め

た
い
。 

（･
･
･
･
･

は
説
明
板
の
説
明
文
を
省

略
し
て
あ
る
） 

（
次
号
に
続
く
・
前
橋
市
教
育
委
員

会
文
化
財
保
護
課
文
化
財
保
護
指
導

員
宮
﨑 

高
志
・
記
） 

▼
参
考
文
献 

【
日
本
の
山
が
で
き
る
ま
で
（
小
泉
武

栄
・
エ
イ
ア
ン
ド
エ
フ
）
】
【
群
馬
の
大

地
（
群
馬
の
大
地
編
集
委
員
会
・
上
毛
新

聞
社
）
】
【
上
州
地
学
ハ
イ
キ
ン
グ
（
地

学
団
体
研
究
所
・
み
や
ま
文
庫
）
】
【
は

じ
め
て
の
地
質
学
（
日
本
地
質
学
会
・
ベ

レ
出
版
）
】
【
大
地
の
あ
ゆ
み
（
木
崎
喜

雄
・
上
毛
新
聞
社
）
】
【
上
州
の
山
歩

（
読
売
新
聞
前
橋
支
局
・
読
売
新
聞

社
）
】
【
赤
城
学
（
栗
原
久
・
上
毛
新
聞

社
）
】
【
地
層
の
見
方
が
わ
か
る
（
青
木

正
博
・
誠
文
堂
新
光
社
）
】
【
地
学
の
話

（
高
橋
正
樹
外
・
日
本
文
芸
社
）
】
【
新

説
国
定
忠
治
上
下
（
檀
一
雄
・
河
出
文

庫
）
】
【
赤
城
山
残
照
（
山
口
隆
・
上
毛

新
聞
社
）
】
【
国
定
忠
治
（
子
母
沢
寛
・

廣
済
堂
）
】
【
国
定
忠
次
（
高
橋
敏
・
岩
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WEB-
SITE 

●ななみの海（朝比奈あすか）●砂嵐に星

屑（一穂ミチ）●奏鳴曲（海堂尊）●花盛

りの椅子（清水裕貴）●タイムマシンに乗

れないぼくたち（寺地はるな）●恋愛の発

酵と腐敗について（錦見映理子）●奇跡

（林真理子）●天国からの宅急便（柊サナ

カ）●彼女の背中を押したのは（宮西真

冬）●かくして彼女は宴で語る（宮内悠

介） 

●香君 上・下（上橋菜穂子）●スネークダンス

（佐藤まどか）●タブレット・チルドレン（村上

しいこ）●森のクリーニング店シラギクさん友だ

ちになった日（高森美由紀）●あんぱんまんとご

りらまん（やなせたかし）●スプーンとフライパ

ン（新井洋行）●でんせつのチョコレート（みや

にしたつや）●はなになりました（内田麟太郎）

●ぱなしくん（柴田ケイコ）●ふたりはしんゆう

（アーノルド・ローベル） 

市立図書館粕川分館  ☎027（285）3312 

〇開館時間 ＜ 平 日 ＞ 午前10時 ～ 午後 6時  ＜ 土日祝 ＞ 午前10時 ～ 午後 5時 

◎粕川書の友会（書道） 

［活動日時］月２回 土曜日 

      午前９時30分～11時30分 

 

筆で書けることの素晴らしさを月２回の

練習の積み重ねで実感できます。会長は

中島由美子、講師は松村重子です。和気

あいあいの会です。皆さま、友達誘って

入会しませんか。会員一同お待ちしてお

ります。 

◎かすかわロコモコ（ウクレレ） 

［活動日時］毎週 木曜日 

      午後７時～午後９時 

 

かすかわロコモコは、ウクレレを中心と

したバンド活動をしています。ポップス

やアニメソングの演奏を一緒に楽しみま

しょう。初心者でも意外と弾けちゃいま

す。お気軽にお声掛けください。 

－ 公民館利用グループの紹介 — 

５月 ６（金）．12（木）．   

  19（木）．26（木） 

６月 ２（木）．６（月）． 

  16（木）．23（木）． 

     30（木） 

休

館

日 

http://www.city.maebashi.gunma.jp/

